
基礎医学総合講座Ⅰ

基礎医学総合講座Ⅱ



専門基礎

３



専門基礎

３



専門基礎

３学年

度の仕組みや実際の手続き等を確認し、免許を受けてから必要な事項に関して学ぶ。また、医療従



３



専門基礎

３学年

---

東洋医学概論で学んだ知識を生かし、症候別・ストレスによってどのような状態があるのか理解すると



専門基礎

３学年

---



３学年

---

卒業後の実際の現場や臨床実習に直接関係していく内容なので、つねに復習と技術の鍛錬を計る
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３

---

臨床実習Ⅲ及び臨床実習Ⅳにおいては、附属臨床施設において、患者様の受け入れから医療面

接、理学検査、鑑別診断、病態把握、鍼灸治療法（現代医学的・東洋医学的な鍼灸を中心に）、

診療録作成までほとんどの実践的な治療を経験することとなる。この授業では２年生までで分けて学

習してきた部分を一定の時間内で実行する能力を修得することとする。鍼灸基礎実技も一定レベル

実技評価（医療面接、理学検査、鑑別診断、病態把握、鍼灸治療法、鍼灸基礎実技）により評価



３

---

様々な鍼灸治療法のうち比較的短時間で体の変化があらわれ、その変化を施術者、患者とも確認

することができ、他の治療法とも併用できる治療法を学び、鍼灸臨床において役立つ技術と知識を



３

---

鍼灸臨床の実践を通して医療面接、理学検査、鑑別診断、病態把握、鍼灸治療法（現代医学的・

東洋医学的な鍼灸を中心に）、診療録作成などの基本的な臨床能力及び鍼灸院での業務を身に

東洋医学概論・東洋医学臨床論（はりきゅう編）・新版経絡経穴概論＜医道の



３

豊富な治療経験を持ち、はり師・きゅう師の資格を有する教員が附属鍼灸院で診

---

鍼灸臨床の実践を通して医療面接、理学検査、鑑別診断、病態把握、鍼灸治療法（現代医学的・

東洋医学的な鍼灸を中心に）、診療録作成などの基本的な臨床能力及び鍼灸院での業務を身に

東洋医学概論・東洋医学臨床論（はりきゅう編）・新版経絡経穴概論＜医道の



３学年

基礎医学総合講座Ⅰでは、解剖生理学の人体の基本構造および構成要素について、再確認する

だけでなく、その構造や形態が形成される過程に存在する法則について発生学的な知識を交えなが

１．  平素の授業態度（机上の飲食物、携帯使用、着信音）により単位未修得となることがあるので留

２．  
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３学年

・正常な生体のメカニズムを理解することで生理学の知識を確実なものとし、疾病の理解へつなげる

・国家試験では通過点として、臨床における生理学的判断を可能とする知識を習得することができ

２．生理学ではポイントごとに覚えることも大切ですが、単元を超えた複合的な考え方も大切となりま

３．授業の進行においては、板書とスライドを臨機応変に用います。各自必要なことはメモし、まとめる

４．各章が終了した次の時間には授業初めに小テストを行います。理解していない問題は特に復習に
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３

---

「疫学」（疾病の頻度の測定、症例対照研



３学年

１．  

２．  

１．  

２．  平素の授業態度（机上の飲食物、携帯使用、着信音）により単位未修得となることがあるので留

３．  



臨床医学各論まとめ１（消化器疾患）

臨床医学各論まとめ１（消化器疾患）

臨床医学各論まとめ２（肝・胆・膵臓疾患） 講義 

臨床医学各論まとめ２（肝・胆・膵臓疾患） 講義 

臨床医学各論まとめ３（呼吸器疾患） 講義 

臨床医学各論まとめ３（呼吸器疾患） 講義 

臨床医学各論まとめ４（腎臓・尿路疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ４（腎臓・尿路疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ５（代謝・栄養疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ６（内分泌疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ６（内分泌疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ７（整形外科疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ７（整形外科疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ８（循環器疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ８（循環器疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ９（血液・造血疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ９（血液・造血疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ１０（神経疾患） 講義  

臨床医学各論まとめ１０（神経疾患）

講義  

講義  

臨床医学各論まとめ１３（感染症疾患） 講義  

臨床医学総論・各論 総まとめ１ 講義  

臨床医学総論・各論 総まとめ２ 講義  

臨床医学総論・各論 総まとめ３ 講義  

臨床医学総論・各論 総まとめ４ 講義  

臨床医学総論・各論 総まとめ５ 講義  

臨床医学総論・各論 総まとめ６ 講義  

臨床医学総論・各論 総まとめ７ 講義  

講義  



３

ながら学んでいく。授業時間内において学んだ部分に対して小テストなどで知識の確認を行い、総合

診断論  

気の種類と作用  診断論  

 八綱弁証  

 気血津液弁証  

 気血津液弁証  

 臓腑弁証  

 経絡病証・奇経八脈病証  

奇恒の腑  経絡病証・奇経八脈病証  

 古代九鍼・刺法  

禁忌・補瀉  



３学年

経絡経穴概論の総復習を行う。１年次経絡ごとに名称・部位を学習し、２年次は効能や筋肉などを

単位認定試験を取ることを基本に、国試受験認定試験、卒業試験の成績と授業の参加度をあわせ



骨度法

要穴 講義 

要穴 講義 

背部（経穴） 講義 

背部（筋肉） 講義 

肩 講義  

胸腹部（経穴） 講義  

胸腹部（筋肉） 講義  

頚 講義  

前腕部 講義  

上腕部 講義  

上肢（筋肉） 講義  

下腿部 講義  

大腿部 講義  

下肢（筋肉） 講義  

頭部・ 講義  

頭部・ 講義  

奇穴

講義  

講義  

講義  
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３

国試受験認定試験と前期末試験、卒業試験の成績と授業への参加度を基準として、総合的な評

 

医療従事者と医療施設  

  

  

  

  

  

  

介護保険詳説   

 



３

---

・第１回、第２回は租税に関する意義、役割、機能、しくみ等の租税制度を知るとともに申告納税制

度の理念や納税者の権利・義務を理解する。後半は、社会の健康課題に対して、鍼灸などの東洋

神経系（運動反射） 

施術所経営に関わる税金 
第１章 総論、第２章 あはき師を取り巻く

環境 

泌尿器系（腎臓の働き、尿の生成） 第 3章 地域で期待されるあはき師の業務 

泌尿器系（蓄尿と排尿） 第 4章 現在社会におけるあはき師の役割 

生殖・身体の加齢変化（加齢変化） 第 4章 現在社会におけるあはき師の役割 

神経系（中枢神経系：大脳） 第 5章 施術所の経営展開 

神経系（中枢神経系：間脳・小脳・脳幹） 第 1章～第 2章 まとめと解説 

神経系（末梢神経系：脊髄神経・脳神経） 第 3章 まとめと解説 

運動器(各筋の特徴、骨格筋の収縮) 第 4章 まとめと解説 

第 5章 まとめと解説 


